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参考４．本手引きの災害全般への適用性 

 

日本では、洪水をはじめ、高潮、土砂災害、地震、津波、火山噴火など、多くの自然

災害を被ってきました。災害時要援護者の被災者数を減少させるためには、洪水のほか、

高潮、土砂災害、地震、津波、火山災害等の各種災害についての検討が必要です。 

本手引きは、主に洪水時の災害時要援護者避難支援の具体化検討手順についてとりま

とめたものですが、各種災害の特性等に応じて、検討の手順、必要なデータ、関係する

機関等を修正することにより、各種災害への本手引きの適用が可能となります。ここで

は、洪水を対象とした本手引きを他の災害での検討に用いる場合の適用性とその際の留

意点についてまとめています。表 2に各種災害の「災害特性の整理」、表 3 に「本手引き

の災害全般への適用性」について示します。なお、表 3中の○△×―の評価は以下の表 1

の通りです。 

 

表 1 適用性の評価 

評価 検討体制および検討方法 

○ 他災害への適用が可能なもの 

△ 適用が可能であるが、課題や留意点があるもの 

× 全く異なる検討が必要なもの 

― 検討対象外のもの 
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災
害

特
性

の
整

理
 

項
目

 
洪
水
 

高
潮

 
土

砂
災

害
 

地
震

 
津

波
 

火
山

災
害

 

災
害

の
特

徴
 

外
水

氾
濫

は
、

大
雨

の
水

が
河

に
集

ま
っ

て
き

て
水

か
さ

が
増

し
、

河
川

堤
防

や
自

然
の

河
岸

を
越

え
、

あ
る

い
は

そ
れ

を
決

壊
さ

せ
て

、
河

川
水

が
河

道
外

（
堤

内
地

）
に

溢
れ

出
る

と
い

う
現

象
で

あ
る

。
堤

防
を

有
す

る
河

川
で

破
堤

し
た

場
合

、
氾

濫
水

は
家

屋
で

さ
え

破
壊

す
る

ほ
ど

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

で
一

気
に

押
し

寄
せ

る
た

め
、

堤
防

の
近

傍
の

住
民

は
破

堤
前

の
避

難
完

了
が

必
要

と
な

る
。

ま
た

、
相

当
量

の
氾

濫
水

が
流

れ
出

す
の

で
、

浸
水

深
や

浸
水

域
も

一
気

に
増

加
す

る
。

そ
の

た
め

、
低

地
で

氾
濫

水
が

集
ま

る
地

区
は

、
特

に
速

や
か

な
避

難
行

動
が
必
要

と
な
る
。

 
ま

た
内

水
氾

濫
は

、
そ

の
場

所
に

降
っ

た
雨

水
や

、
周

り
か

ら
流

れ
こ

ん
で

き
た

水
を

河
川

に
は

け
き

ら
ず

に
溜

ま
り

浸
水

す
る

と
い

う
現

象
で
あ
る
。
 

内
水

氾
濫

は
外

水
氾

濫
に

先
行

し
て

発
生

す
る

場
合

が
多

く
、

内
水

に
よ

る
浸

水
の

進
行

に
よ

り
、

外
水

氾
濫

の
危

険
性

が
高

ま
っ

た
段

階
で

は
避

難
が

困
難

と
な

る
お

そ
れ

も
あ

る
。

ま
た

、
急

流
河

川
が

破
堤

す
る

と
、

浸
水

深
は

あ
ま

り
深

く
な

く
て

も
、

氾
濫

水
の

流
速

が
早

く
避
難
す
る
こ
と
が
危
険

な
場
合
が
あ
る
。
 

  

高
潮

は
、

気
象

的
な

原
因

に
よ

り
海

面
の

高
さ

（
潮

位
）

が
長

時
間

に
わ

た
っ

て
平

常
よ

り
も

高
く

盛
り

上
が

る
現

象
を

い
う

。
災

害
を

も
た

ら
す

よ
う

な
大

き
な

高
潮

の
大

部
分

は
、

台
風

に
よ

っ
て

引
き

起
こ

さ
れ

る
。

同
じ

よ
う

な
海

面
の

高
ま

り
に

津
波

が
あ

る
が

、
津
波
は

1
0
分

程
度
の
間
隔
で
何
度

も
繰

り
返

す
波

で
あ

る
が

、
台

風
に

よ
る

高
潮

は
、

数
時

間
続

く
ほ

ぼ
一
つ
の
大
き
な
波
で
あ
る
。
 

台
風

は
、

中
心

部
で

の
低

い
気

圧
に

よ
る

海
水

の
吸

い
上

げ
（

周
り

か
ら

の
押

し
上

げ
）

と
、

強
風

に
よ

る
海

岸
へ

の
海

水
の

吹
き

寄
せ

、
と

い
う

2
つ

の
し

く
み

に
よ

っ
て

海
面

を
高

く
す

る
。

こ
れ

に
天

文
潮
 （

天
文
的
原
因
に
よ
る
潮
の

満
ち

引
き

）
が

加
わ

っ
た

も
の

が
実

際
の

潮
位

に
な

る
。

満
潮

時
に

は
潮

位
は

一
層

高
く

な
り

危
険

だ
が

、
干

潮
時

で
も

台
風

が
強

け
れ

ば
大

き
な

高
潮

が
発

生
す

る
。

高
潮

の
規

模
は

海
岸

地
形

に
密

接
に

関
連

す
る

。
 

 

 
土

砂
災

害
に

は
主

に
土

石
流

、
が
け

崩
れ

、
地

滑
り
が
あ
る
。
 

 
土

石
流

は
、

渓
床

や
渓

岸
に

堆
積

し
た

土
砂

が
豪

雨
に

よ
り

高
速

で
移

動
す

る
現

象
で
あ
る
。

 
が

け
崩

れ
は

、
斜

面
表

層
の

土
砂

や
岩

塊
が

地
中

の
あ

る
面

を
境

に
し

て
滑

り
落

ち
る

現
象

で
あ

る
。

地
滑

り
は

特
定

の
地

質
を

有
す

る
斜

面
が

、
地

下
水

位
の

上
昇

等
に

よ
っ

て
、

土
塊

の
原

形
を

保
っ

た
ま

ま
動

き
出

す
現

象
で

、
発

生
条

件
な

ど
に

特
色

が
あ

り
、

一
般

の
が
け
崩
れ
と
区
別
さ
れ
て
い
る
。
 

  

地
震

は
地

殻
内

に
お

け
る

断
層

に
よ

っ
て

起
こ

る
。

断
層

と
は

岩
盤

や
地

層
が

あ
る

面
を

境
に

し
て

ず
れ

る
現

象
で

、
地

殻
中

に
長

時
間

か
け

て
歪

（
ひ

ず
み

）
が

蓄
積

し
、
岩
盤
が
 
耐
え
き
れ
る
限
界
を

超
え

る
と

断
層

と
い

う
か

た
ち

で
の

破
壊

が
生

じ
る

。
蓄

積
さ

れ
て

い
た

歪
エ

ネ
ル

ギ
ー

は
解

放
さ

れ
て

地
震

波
と

な
り

、
四

方
に

伝
わ

っ
て

い
く

。
こ

れ
が

地
震

と
な

る
。
 

地
殻

中
に

歪
を

大
規

模
に

発
生

さ
せ

る
主

因
は

プ
レ

ー
ト

の
運

動
で

す
。

プ
レ

ー
ト

と
は

地
球

表
面

を
平
均

1
0
0
k
m
ほ
ど
の
厚
さ
で
覆

う
硬

い
岩

板
で

、
大

き
さ

や
形

が
様

々
な

十
数

枚
の

プ
レ

ー
ト

の
存

在
が
現
在
認
め
ら
れ
て
い
る
。
 

ま
た

、
活

断
層

と
は

、
地

表
に

現
れ

て
い

る
断

層
で

、
今

後
も

活
動

す
る

と
推

定
さ

れ
る

断
層

で
あ

る
。

活
断

層
の

活
動

は
内

陸
地

震
（

直
下

型
地

震
）
を

引
き

起
こ

す
。
 

海
底

下
を

震
源

と
す

る
強

い
地

震
が

起
こ

り
、

海
底

面
が

急
激

に
持

ち
上

が
っ

た
り

陥
没

し
た

り
す

る
と

、
そ

の
瞬

間
に

は
こ

の
地

形
変

化
が

海
面

の
変

化
に

移
し

換
え

ら
れ

、
続

い
て

即
座

に
海

水
が

激
し

く
流

動
し

て
、

四
方

へ
拡

が
る

波
が
発
生
す
る
。
 

近
海
で
起
こ
る
津
波
は

1
0
分
程

度
の

間
隔

で
押

し
と

退
き

を
繰

り
返

す
。

 
ま

た
、

南
米

沖
で

巨
大

地
震

が
あ

る
と

、
太

平
洋

を
越

え
て

日
本

に
ま

で
津

波
が

や
っ

て
く

る
。

海
岸

線
の

出
入

り
が

激
し

い
リ

ア
ス

海
岸

で
津

波
の

危
険

が
大

き
い

こ
と

は
よ

く
知

ら
れ

て
お

り
、

東
北

地
方

北
東

部
の

三
陸

海
岸

が
そ

の
典

型
で

あ
る

。
 

火
山

災
害

は
、

噴
火

に
よ

り
放

出
さ

れ
る

噴
出

物
（

噴
石

、
火

山
灰
、
溶
岩
流
、
火
砕
流
）
の
ほ
か
、

降
灰

後
の

降
雨

に
起

因
す

る
土

石
流
や
泥
流
な
ど
、
2
次

的
に
誘
発

さ
れ
る
も
の
に
よ
っ
て
生
じ
る
。
 

○
噴

石
：

噴
火

に
伴

っ
て

火
口

か
ら

放
出

さ
れ

る
噴

出
物

で
あ

る
。

落
下

の
衝

撃
に

よ
る

死
傷

や
、

家
屋
損
壊
な
ど
の
被
害
が
生
じ
る
。
 

○
火

山
灰

：
噴

火
に

伴
っ

て
火

口
か

ら
放

出
さ

れ
る

。
上

空
の

風
に

運
ば

れ
、

広
域

に
飛

散
・

堆
積

す
る
。
 

○
溶

岩
流

：
マ

グ
マ

が
火

口
か

ら
噴

出
し

て
地

表
を

流
れ

る
も

の
。

非
常

に
高

温
で

あ
り

、
比

較
的

ゆ
っ
く
り
流
れ
る
。
 

○
火

砕
流

：
火

山
灰

・
火

山
ガ

ス
等

が
混

ざ
り

合
っ

て
、

火
口

付
近

の
斜

面
を

流
れ

落
ち

る
現

象
で

あ
る

。
速

度
が

速
く

、
高

温
で

破
壊

力
が

大
き

い
。

 
○

泥
流

・
土

石
流

：
岩

石
や

土
砂

が
水

と
混

合
し

て
一

体
と

な
っ

て
流

下
す

る
現

象
で

あ
る

。
谷

沿
い

に
遠
方
ま
で
到
達
す
る
。
 

突
発

性
 

突
発

性
は

低
い

。
事

前
の

降
雨

予
報

や
台

風
等

に
よ

り
あ

る
程

度
の

発
生

の
危

険
性

は
把

握
で

き
る

。
た

だ
し

、
氾

濫
水

は
家

屋
で

さ
え

破
壊

す
る

ほ
ど

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

で
一

気
に

押
し

寄
せ

る
た

め
、

堤
防

の
近

傍
の

住
民

は
破

堤
前

の
避
難
完
了
が
必
要
と
な
る
。
 

突
発

性
は

低
い

。
台

風
の

規
模

・
進

路
・

潮
汐

の
状

況
等

に
よ

り
あ

る
程

度
の

発
生

の
危

険
性

は
把

握
で

き
る

。
た

だ
し

、
防

波
堤

の
近

傍
、

沿
岸

の
住

民
は

、
事

前
に

避
難

を
完

了
し

て
お

く
こ

と
が

必
要
と
な
る
。
 

突
発

性
は

高
い

。
た

だ
し

、
累

積
雨
量
や
時
間
雨
量
、
河
床
勾
配
や

斜
面

勾
配

か
ら

土
砂

災
害

発
生

の
危

険
度

を
把

握
す

る
こ

と
が

可
能

で
あ
る
。

 
 

 
突

発
性

は
非

常
に

高
い

。
た

だ
し

、
東

海
地

震
に

つ
い

て
は

発
生

に
先
立
つ
前
兆
現
象
（
地
殻
変
動
、

地
震

活
動

の
変

化
等

）
を

捉
え

る
こ

と
に

よ
り

、
事

前
に

発
生

の
危

険
性

を
把

握
で

き
る

可
能

性
が

あ
る

。
 

 
突

発
性

は
非

常
に

高
い

。
波

源
が

日
本

の
沿

岸
の

場
合

、
数

分
か

ら
数

時
間

以
内

に
津

波
は

沿
岸

部
に

到
達

す
る

。
な

お
、

我
が

国
か

ら
遠

く
離

れ
た

場
所

で
発

生
し

た
津

波
が

日
本

に
到

達
す

る
こ

と
も

あ
る

が
、

こ
の

場
合

、
数

十
時

間
の
リ
ー
ド
タ
イ
ム
が
あ
る
。
 

突
発

性
は

高
い

。
た

だ
し

、
噴

火
に

先
立

つ
前

兆
現

象
（

地
震

、
地

殻
変

動
、

熱
的

変
化

、
重

力
変

動
等

）
を

捉
え

る
こ

と
に

よ
り

、
事

前
に

噴
火

の
危

険
性

を
把

握
す

る
事
が
可
能
で
あ
る
。
 

災
害

発
生

の
予

測
 

 
予
想
は
概
ね
可
能

で
あ
る
。
 

降
り

始
め

か
ら

の
降

雨
波

形
や

洪
水

波
形

か
ら

過
去

の
洪

水
と

照
ら

し
合

わ
せ

て
洪

水
規

模
を

予
測

出
来

た
り

、
数

時
間

先
の

予
測

降
雨

量
か
ら
の
洪
水
予
測
も
可
能
で
あ
る
。
 

た
だ
し
、
局

所
的

な
降

雨
の

予
測

は
難

し
い

。
 

予
測

は
可

能
で
あ
る
。

 
た
だ
し
、
台

風
の

接
近

に
よ

り
、

潮
位

が
急

激
に

上
昇

す
る

場
合

が
あ

る
。

そ
の

た
め

、
潮

位
の

上
昇

が
観

測
さ

れ
る

の
を

待
つ

こ
と

な
く

、
予

測
情

報
を

活
用

し
た

避
難

勧
告
等
の
発
令
が
必
要
で
あ
る
。
 

発
生

時
期

の
予

測
は

困
難

で
あ

る
。

 
た

だ
し

、
地

形
や

地
質

の
条

件
に

よ
り

危
険

個
所

は
概

ね
把

握
で

き
る

。
ま

た
、

土
砂

災
害

は
、

複
雑

な
要

因
が

重
な

り
合

っ
て

発
生

す
る

も
の

で
あ

り
、

た
と

え
危

険
度

を
示

す
指

標
が

低
い

状
態

で
あ

っ
て
も
発
生
す
る
場
合
も
あ
る
。
 

 
発

生
時

期
の

予
測

は
困

難
で

あ
る
。
 

た
だ

し
、

東
海

地
震

に
つ

い
て

は
、
2
4
時
間
体
制
で
地
震
の
前
兆

現
象

を
監

視
し

て
お

り
、

観
測

結
果

を
も

と
に

、
東

海
地

震
予

知
情

報
等
が
発
表
さ
れ
る
。
 

地
震

発
生

後
の

津
波

来
襲

の
予

測
は

概
ね

可
能

で
あ
る
。
 

地
震

発
生

後
、

気
象

庁
よ

り
津

波
警

報
が

発
せ

ら
れ

津
波

の
可

能
性

危
険

地
域

が
示

さ
れ

る
。

し
か

し
な

が
ら

、
近

海
で

の
地

震
に

よ
る

津
波

の
場

合
、

津
波

警
報

発
令

前
の

来
襲

が
考

え
ら

れ
、

地
域

に
よ

っ
て

は
予

測
が

困
難

で
あ
る
。

 

噴
火
の

予
知

は
困

難
で

あ
る

。
 

た
だ
し
、
気
象
庁
で
は
、
火
山
活

動
が
活
発
で
監
視
が
必
要
な
火
山
に

つ
い
て
、
2
4
時
間
体
制
で
監
視
し
て

い
る
。
そ
し
て
、
火
山
活
動
の
異
常

が
検
知
さ
れ
た
り
噴
火
活
動
が
あ
っ

た
場
合
に
は
、
注
意
喚
起
や
避
難
を

促
す
火
山
情
報
が
発
表
さ
れ
る
。
 

避
難

に
お

け
る

留
意

点
 

急
流

河
川

が
破

堤
す

る
と

、
浸

水
深

は
あ

ま
り

深
く

な
く

て
も

、
氾

濫
水

の
流

速
が

早
く

避
難
す
る
こ
と
が
危
険
な
場
合
が
あ
る
。
(
流

速
が

早
い

場
合

は
、

2
0
c
m
 程

度
で

も
歩

行
不

可
能

で
あ
る
こ
と
。
)
 

浸
水

深
が

5
0
c
m
 
を

上
回

る
（

膝
上

ま
で

浸
水

が
来

て
い

る
）

場
所

で
の

避
難

行
動

は
危

険
で
あ
る
。
 

用
水

路
等

へ
の

転
落

の
お

そ
れ

の
あ

る
場

所
で

は
、

道
路

上
1
0
c
m
 
程

度
で

も
危

険
で
あ
る
。
 

浸
水

に
よ

り
避

難
所

ま
で

の
歩

行
等

が
危

険
な

状
態

に
な

っ
た

場
合

に
は

、
生

命
を

守
る

最
低

限
の

行
動

と
し

て
、

自
宅

や
隣

接
建

物
の

２
階

等
へ

緊
急

的
に

避
難

す
る

な
ど

の
行

動
を

と
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
 

高
潮

に
関

す
る

情
報

が
比

較
的

、
時

間
的

な
余

裕
を

も
っ

て
提

供
さ

れ
、

適
切

な
タ

イ
ミ

ン
グ

で
避

難
勧

告
が

発
令

さ
れ

た
と

し
て

も
、

暴
風

雨
等

に
よ

り
避

難
が

困
難

と
な
る
こ
と
も
多
い
。
 

ま
た

、
沿

岸
部

に
多

数
あ

る
水

門
や

陸
閘

に
つ

い
て

、
そ

れ
ら

の
状

況
を

把
握

す
る

こ
と

も
必

要
と

な
る

。
 

既
に

浸
水

が
始

ま
っ

て
い

る
場

合
に

、
住

民
が

留
意

す
べ

き
事

項
は

、
水

害
（

外
水

氾
濫

）
時

の
留

意
事
項
と
類
似
し
て
い
る
。
 

降
雨

指
標

に
基

づ
く

土
砂

災
害

発
生

危
険

度
予

測
な

ど
を

活
用

し
、

災
害

発
生

前
に

避
難

を
完

了
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
 

市
町

村
は

、
降

雨
指

標
に

基
づ

く
土

砂
災

害
発

生
予

測
の

み
で

な
く

、
住

民
等

か
ら

の
通

報
か

ら
土

砂
災

害
の

前
兆

現
象

の
発

生
事

実
を

把
握

し
、

必
要

に
応

じ
て

避
難

勧
告

等
を

速
や

か
に

発
令

・
伝

達
す

る
必

要
が

あ
る

。
な

お
、

災
害

特
性

上
の

時
間

制
約

よ
り

土
砂

災
害

危
険

地
域

等
の

危
険

地
域

で
は

住
民

の
早

期
自

主
避

難
等

を
促

す
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
 

余
震

等
に

よ
る

被
害

や
火

災
な

ど
の

2
次
災
害
に
遭
わ
な
い
た
め

に
も

、
早

期
の

避
難

行
動

が
必

要
で

あ
り

、
そ

れ
を

促
す

情
報

提
供

が
必
要
で
あ
る
。
 

大
規

模
で

広
域

に
わ

た
る

被
害

が
発

生
し

た
場

合
、

広
範

囲
に

及
ぶ

避
難

が
必

要
と

な
る

。
ま

た
、

大
規

模
な

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

被
害

が
生

じ
た

場
合

、
自

宅
で

の
生

活
が

困
難

と
な

る
た

め
、

自
主

的
な

避
難
が
求
め
ら
れ
る
。
 

余
震

の
発

生
や

復
旧

に
時

間
が

か
か

る
こ

と
な

ど
か

ら
、

避
難

生
活

は
長

期
間

に
な

る
こ

と
が

想
定

さ
れ
る
。
 

市
町

村
は

、
津

波
警

報
に

よ
り

津
波

の
来

襲
が

予
測

さ
れ

た
場

合
、

速
や

か
に

避
難

指
示

を
発

令
す
る
必
要
が
あ
る
。
 

ま
た

、
津

波
警

報
が

発
令

さ
れ

た
場

合
は

、
急

い
で

安
全

な
高

台
に

避
難

す
る

。
安

全
な

高
台

ま
で

避
難

で
き

な
い

場
合

は
、

一
時

的
に

構
造

が
強

固
な

高
層

建
築

物
へ

の
緊

急
的

な
避

難
が

必
要

で
あ

る
。
 

な
お

一
時

避
難

所
で

の
避

難
は
、
長
く
て
一
日
程
度
で
あ
る
。
 

地
震

発
生

か
ら

津
波

到
達

ま
で

の
時

間
が

短
い

地
域

で
は

自
動

車
等

で
の

避
難

は
難

し
い

 

降
灰

お
よ

び
溶

岩
流

以
外

の
す

べ
て

の
火

山
現

象
は

高
速

か
つ

破
壊

力
が

大
き

い
た

め
、

発
生

し
て

か
ら

の
避

難
は

危
険

で
あ

る
。
そ
の
た
め
、

事
前

に
危

険
区

域
外

へ
の

避
難

す
る

必
要
が

あ
る
。
 

火
山

に
よ

っ
て

は
、

一
度

噴
火

す
る

と
、

活
動

が
長

期
に

渡
っ

て
継

続
す

る
こ

と
が

あ
り

、
避

難
生

活
が

長
期

間
に

及
ぶ

可
能

性
が

あ
る

。
 

※
 
避
難
に
お
け
る
留
意
点
に
つ
い
て
は
、「

避
難
勧
告
等
の
判
断
・
伝
達
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
Ｈ
1
6
集

中
豪
雨
時
等
に
お
け
る
情
報
伝
達
及
び
高
齢
者
等
の
避
難
支
援
に
関
す
る
検
討
会
）
」
を
参
考
に
整
理
。
 



参
考
 

4 
-
 

3 

表
3
 

本
手

引
き

の
災

害
全

般
へ

の
適

用
性

 

本
手

引
き

の
手

順
（

洪
水

を
対

象
と

し
た

検
討

）
 

高
潮

 
土

砂
災

害
 

地
震

 
津

波
 

火
山

災
害

 

第
Ⅱ

編
 
災

害
時

要
援
護
者
支
援
策
の
検
討
体
制

 
  
 
○
 

  
 
○
 

  
 
○
 

  
 
○
 

  
 
○
 

第
Ⅲ

編
 
災

害
時

要
援
護
者
支
援
策
の
検
討
方
法

 
 
１

 
資

料
の

収
集

・
整

理
 

 
 
①
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
時
に
使
用
す
る
デ
ー
タ
の
収
集
・
整
理
 

 
 
②
災
害
時
要
援
護
者
お
よ
び
災
害
時
要
援
護
者
施
設
の
状
況
 

 
 

③
災
害
時
要
援
護
者
に
対
応
で
き
る
避
難
施
設
・
福
祉
関
連
機
関
 

 
 
④
災
害
時
要
援
護
者
の
視
点
に
立
っ
た
避
難
行
動
中
の
危
険
個
所
 

等
 

①
：

△
 

→
高

潮
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

の
作

成
に
使
用
し
た
デ
ー
タ
を
収
集
・
整

理
す
る
必
要
が
あ
る
 

②
：
○
 

③
：
○
 

④
：

△
 

→
高

潮
浸

水
想

定
区

域
な

ど
を

整
理
す
る
必
要
が
あ
る
 

①
：
△
 
→
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作

成
に

使
用

し
た

デ
ー

タ
を

収
集

・
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
 

②
：
○
 

③
：
○
 

④
：
△
 
→
土
砂
災
害
危
険
箇
所
や
孤
立
す
る

可
能

性
の

高
い

中
山

間
地

な
ど

を
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
 

①
：
△
 
→
震
度
分
布
図
等
の
被
害
想
定
結
果

を
収
集
・
整
理
す
る
必
要
が
あ
る

 
②
：
○
 

③
：
○
 

④
：
△
 
→
火
災
、
液
状
化
、
崖
崩
れ
等
の
危

険
地

域
や

孤
立

す
る

可
能

性
の

高
い

中
山

間
地

な
ど

を
整

理
す

る
必
要
が
あ
る
 

①
：
△
 
→
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
に

使
用
し
た
デ
ー
タ
を
収
集
・
整
理

す
る
必
要
が
あ
る
 

②
：
○
 

③
：
○
 

④
：
△
 
→
想
定
さ
れ
る
津
波
高
、
到
達
時
間
、

浸
水

区
域

な
ど

を
整

理
す

る
必

要
が
あ
る
 

①
：

△
 

→
火

山
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

の
作

成
に

使
用

す
る

デ
ー

タ
の

収
集
・
整
理
す
る
必
要
が
あ
る

 
②
：
○
 

③
：
○
 

④
：

△
 

→
噴

石
危

険
区

域
、

火
砕

流
危

険
区

域
、

泥
流

危
険

区
域

の
火

山
に

係
る

危
険

区
域

を
整

理
す
る
必
要
が
あ
る
 

（
1
）

情
報

収
集

経
路

の
確

認
（

現
状

整
理

）
 

 
①

災
害

時
自

治
体

が
収

集
し

て
い

る
情

報
内

容
・

収
集

経
路
・
提
供
元
 

 
②
庁
内
に
お
け
る
情
報
共
有
状
況
 

①
：

△
 

→
潮

位
情

報
や

水
門

等
の

閉
鎖

状
況
な
ど
の
収
集
経
路
・
提
供
元
を

整
理
す
る
必
要
が
あ
る
 

②
：

△
 

→
海

岸
管

理
者

な
ど

と
の

情
報

共
有

状
況

を
整

理
す

る
必

要
が

あ
る
 

①
：
△
 
→
土
砂
災
害
警
戒
情
報
や
孤
立
が
想

定
さ

れ
る

地
域

の
情

報
な

ど
の

収
集

経
路

・
提

供
元

を
整

理
す

る
必

要
が
あ
る
 

②
：
△
 
→
砂
防
管
理
者
な
ど
と
の
情
報
共
有

状
況
を
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
 

①
：
×
 
→
発
災
後
の
被
害
情
報
な
ど
の
収
集

経
路
等
に
つ
い
て
確
認
す
る
 

②
：
×
 

  

①
：
△
 
→
津
波
警
報
や
水
門
等
の
閉
鎖
状
況

な
ど
の
収
集
経
路
・
提
供
元
を
整

理
す
る
必
要
が
あ
る
 

②
：
△
 
→
海
岸
管
理
者
な
ど
と
の
情
報
共
有

状
況
を
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
 

①
：

△
 

→
火

山
情

報
や

前
兆

現
象

を
捉

え
る

各
種

情
報

の
収

集
経

路
・
提
供
元
を
整
理
す
る
必
要

が
あ
る
 

②
：

△
 

→
砂

防
管

理
者

な
ど

と
の

情
報

共
有

状
況

を
整

理
す

る
必

要
が
あ
る
 

   2
.1

.1
 

 情
報

収
集

経
路

に

お
け

る
現

状
整

理

と
課

題
の

抽
出

 

（
2
）

情
報

収
集

経
路

に
お

け
る

課
題

の
抽

出
 

 
①
情
報
収
集
機
器
に
関
わ
る
課
題
の
抽
出
 

 
②
情
報
共
有
に
関
わ
る
課
題
の
抽
出
 

 
③
情
報
内
容
に
関
わ
る
課
題
の
抽
出
 

  

①
：
○
 

②
：

△
 

→
海

岸
管

理
者

な
ど

と
の

情
報

共
有

に
関

わ
る

課
題

を
抽

出
す

る
必
要
が
あ
る
 

③
：

△
 

→
潮

位
情

報
な

ど
の

情
報

内
容

に
関

わ
る

課
題

を
抽

出
す

る
必

要
が
あ
る
 

①
：
○
 

②
：
△
 
→
砂
防
管
理
者
な
ど
と
の
情
報
共
有

に
関

わ
る

課
題

を
抽

出
す

る
必

要
が
あ
る
 

③
：
△
 
→
土
砂
災
害
警
戒
情
報
な
ど
の
情
報

内
容

に
関

わ
る

課
題

を
抽

出
す

る
必
要
が
あ
る
 

①
：
×
 
→
発
災
後
の
被
害
情
報
な
ど
の
収
集

経
路

等
に

つ
い

て
課

題
を

抽
出

す
る
 

②
：
×
 
 
 

③
：
×
 

 

①
：
○
 

②
：
△
 
→
海
岸
管
理
者
な
ど
と
の
情
報
共
有

に
関

わ
る

課
題

を
抽

出
す

る
必

要
が
あ
る
 

③
：
△
 
→
津
波
警
報
な
ど
の
情
報
内
容
に
関

わ
る

課
題

を
抽

出
す

る
必

要
が

あ
る
 

①
：
○
 

②
：

△
 

→
砂

防
管

理
者

な
ど

と
の

情
報

共
有

に
関

わ
る

課
題

を
抽

出
す
る
必
要
が
あ
る
 

③
：

△
 

→
火

山
情

報
な

ど
の

情
報

内
容

に
関

わ
る

課
題

を
抽

出
す

る
必
要
が
あ
る
 

（
1
）
意
思
決
定
シ
ス
テ
ム
の
現
状
整
理
 

 
①

準
備

・
警

戒
・

非
常

体
制

の
切

り
替

え
基

準
と

動
員

状
況
 

 
②
各
種
体
制
時
の
活
動
内
容
 

 
③

避
難

勧
告

の
発

令
・

避
難

所
の

開
設

に
係

る
各

課
の

対
応
 

①
：
○
 

②
：
○
 

③
：
○
 

①
：
○
 

②
：
○
 

③
：
○
 

①
：
－
 

②
：
－
 

③
：
－
 

①
：
－
 

②
：
△
 
→
避
難
勧
告
発
令
に
係
る
活
動
に
つ

い
て
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
 

③
：
×
 

①
：
○
 

②
：
○
 

③
：
○
 

2
.1

.2
 

 意
思

決
定

シ
ス

テ

ム
に

お
け

る
現

状

整
理

と
課

題
の

抽

出
 

（
2
）

意
思

決
定

シ
ス

テ
ム

に
お

け
る

課
題

抽
出

 
 

①
各
課
の
参
集
状
況
に
関
わ
る
課
題
の
抽
出
 

 
②
各
課
の
災
害
時
の
対
応
内
容
に
関
わ
る
課
題
の
抽
出

 

①
：
○
 

②
：
○
 

①
：
○
 

②
：
○
 

①
：
－
 

②
：
－
 

①
：
－
 

②
：
－
 

①
：
○
 

②
：
○
 

（
1
）

情
報

提
供

手
法

の
現

状
整

理
 

 
①

災
害

時
要

援
護

者
へ

の
情

報
提

供
（

直
接

受
信

）
手

法
 

 
②
支
援
者
へ
の
情
報
提
供
（
間
接
手
法
）
手
法
 

①
：
○
 

②
：
○
 

①
：
○
 

②
：
○
 

①
：
×
 
→
発
災
後
の
状
況
下
に
お
け
る
避
難

情
報

の
提

供
手

法
等

に
つ

い
て

確
認
す
る
 

 ②
：
×
 

①
：
△
 
→
津
波
警
報
の
伝
達
手
法
に
つ
い
て

整
理
す
る
必
要
が
あ
る
 

②
：
○
 

①
：
○
 

②
：
○
 

適 切 な タ イ ミ ン グ で の 避 難 開 始 に 係 る 現 状 の 整 理 と 課 題 の 抽 出 

 2
.1

.3
 

 情
報

提
供

手
法

に

お
け

る
現

状
整

理

と
課

題
の

抽
出

 

（
2
）

情
報

提
供

手
法

の
課

題
抽

出
 

 
①

情
報

受
信

者
の

身
体

特
性

に
応

じ
た

情
報

取
得

の
課

題
の

抽
出

 
 

②
情

報
受

信
者

の
置

か
れ

た
場

所
に

応
じ

た
情

報
取

得
の
課
題
の
抽
出
 

①
：
○
 

②
：
○
 

①
：
○
 

②
：
○
 

①
：
×
 
→
発
災
後
の
状
況
下
に
お
け
る
避
難

情
報

の
提

供
手

法
等

に
つ

い
て

課
題
を
抽
出
す
る
 

②
：
×
 

①
：
△
 
→
津
波
情
報
の
伝
達
手
法
に
つ
い
て

課
題
を
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
避

難
情

報
が

住
民

に
伝

わ
る

ま
で
の
時
間
な
ど
に
着
目
）
 

②
：
○
 

①
：
○
 

②
：
○
 

 

2
.
2
 

2
.
2
.
1
避
難
所
リ
ス
ト
・
諸
元
の
整
理
 

①
施
設
の
諸
元
の
整
理
 

②
災
害
時
要
援
護
者
向
け
設
備
の
整
理
 

①
：
○
 

②
：
○
 

①
：
○
 

②
：
○
 

①
：
△
 
→
施
設
の
耐
震
性
や
停
電
等
ラ
イ
フ

ラ
イ

ン
機

能
の

停
止

が
避

難
施

設
へ

与
え

る
影

響
、

長
期

的
な

避
難

生
活

を
支

援
す

る
施

設
機

能
の

有
無
な
ど
を
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
 

②
：
○
 

①
：
△
 
→
施
設
の
耐
震
性
や
津
波
避
難
ビ
ル

等
の

一
時

避
難

施
設

の
指

定
状

況
な

ど
を

整
理

す
る

必
要

が
あ

る
 

②
：
○
 

①
：

△
 

→
長

期
的

な
避

難
生

活
を

支
援

す
る

施
設

機
能

の
有

無
な

ど
を
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
 

②
：
○

 

避 難 時 の 生 活 環

境 に 係 る 現 状 整

理 と 課 題 の 抽 出 

2
.
2
.
2
避
難
生
活
に
か
か
る
課
題
抽
出
 

①
災
害
時
要
援
護
者
に
必
要
な
設
備
に
関
す
る
課
題
の
抽
出
 

②
災
害
時
要
援
護
者
の
収
容
能
力
に
関
す
る
課
題
の
抽
出
 

①
：
○
 

②
：
○
 

①
：
○
 

②
：
○
 

①
：
○
 

②
：
○
 

①
：
○
 

②
：
○
 

①
：
○
 

②
：
○
 

2
.
3
 

2
.
3
.
1
要
援
護
者
支
援
検
討
マ
ッ
プ
の
作
成
に
よ

る
現

状
整

理
 

 
①
浸
水
情
報
（
リ
ス
ク
情
報
）
の
整
理
 

 
②
避
難
行
動
時
の
危
険
個
所
の
整
理
 

 
③
避
難
施
設
の
整
理
 

 
④
災
害
時
要
援
護
者
の
所
在
状
況
の
整
理
 

①
：

△
 

→
高

潮
浸

水
想

定
区

域
な

ど
を

整
理
す
る
必
要
が
あ
る
 

②
：
○
 

③
：

△
 

→
高

潮
に

よ
る

避
難

所
の

浸
水

の
有
無
を
整
理
す
る
必
要
が
あ
る

 
④
：
○
 

①
：
△
 
→
土
砂
災
害
危
険
箇
所
な
ど
を
整
理

す
る
必
要
が
あ
る
 

②
：
○
 

③
：
△
 
→
土
砂
災
害
に
よ
る
避
難
所
の
危
険

性
を
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
 

④
：
○
 

①
：
△
 
→
震
度
分
布
や
火
災
、
液
状
化
、
崖

崩
れ

等
が

想
定

さ
れ

る
箇

所
な

ど
を
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
 

②
：
△
 
→
避
難
経
路
上
の
橋
梁
等
耐
震
化
の

状
況
を
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
 

③
：
△
 
→
避
難
施
設
の
被
災
の
可
能
性
を
整

理
す
る
必
要
が
あ
る
 

④
：
○
 

①
：
△
 
→
津
波
高
や
到
達
時
間
、
浸
水
予
測

地
域
を
整
理
す
る
必
要
が
あ
る

 
②
：
○
 

③
：
△
 
→
津
波
に
よ
る
避
難
所
の
浸
水
の
有

無
を
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
 

④
：
○
 

①
：

△
 

→
火

山
災

害
に

係
る

危
険

区
域

（
噴
石
危
険
区
域
、
火
砕
流
危

険
区

域
、

泥
流

危
険

区
域

な
ど

）
を

整
理

す
る

必
要

が
あ

る
。
 

②
：
○

 
③

：
△

 
→

火
山

災
害

に
よ

る
避

難
所

の
危

険
性

を
整

理
す

る
必

要
が

あ
る
。
 

④
：
○
 

２ 現 状 整 理 と 課 題 の 抽 出 

適 切 な 避 難 行 動 に 係 る 現 状 整 理

と 課 題 の 抽 出 

2
.
3
.
2
適

切
な

避
難

行
動

に
係

る
課

題
抽

出
 

 
①
避
難
情
報
の
入
手
に
係
る
課
題
の
抽
出
 

 
②
避
難
所
ま
で
の
移
動
に
係
る
課
題
の
抽
出
 

 
③
避
難
所
の
配
置
に
係
る
課
題
の
抽
出
 

 

①
：
○
 

②
：
○
 

③
：
○
 

  

①
：
○
 

②
：
○
 

③
：
○
 

  

①
：
×
 
→
発
災
後
の
状
況
下
に
お
け
る
避
難

情
報

の
入

手
に

関
わ

る
課

題
を

抽
出
す
る
 

②
：
○
 

③
：
○
 

①
：
○
 

②
：
○
 

③
：
○
 

 

①
：
○
 

②
：
○
 

③
：
○
 

 

2
.
1
 



参
考
 

4 
- 

4

本
手

引
き

の
手

順
（
洪

水
を

対
象
と

し
た

検
討
）

 
高

潮
 

土
砂

災
害

 
地

震
 

津
波

 
火

山
災
害

 

(
1
)
情

報
収

集
経

路
の

課
題

に
対

す
る

支
援

策
案

 

①
情
報
収

集
機
器
の

バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
、

非
常

電
源

、
冗

長
性

の
確

保

②
災
害
時

の
職
員
へ

の
連
絡

体
制
の
整

備
、
首

長
・
各

種
代

表
者

へ
の

ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
の
確

保
 

③
災
害
時

要
援
護
者

関
連
部

局
へ
の
情

報
共

有
 

④
防
災
情

報
の
一
斉

提
供

(
共
有

)に
よ

る
タ
イ

ム
ラ
グ
の

解
消

 

①
：
○
 

②
：
○
 

③
：
○
 

④
：
○
 

①
：
○
 

②
：
○
 

③
：
○
 

④
：
○
 

①
：
○
 

②
：
○
 

③
：
○
 

④
：
○
 

①
：
○
 

②
：
○
 

③
：
○
 

④
：
○
 

①
：
○

 
②
：
○

 
③
：
○

 
④
：
○

 

(
2
)
意

思
決

定
シ

ス
テ

ム
の

課
題

に
対

す
る

支
援

策
案

 

①
災
害
時

要
援
護
者

へ
の
対

応
を
行
う

人
員
の

確
保

(
体
制

の
見
直

し
)

②
教
育
・

福
祉
部
局

の
初
動

体
制
へ
の

組
み

込
み

 

③
職
員
の

能
力
向
上

の
た
め

の
取
り
組

み
 

④
災
害
時

要
援
護
者

支
援
班

の
設
置
 

⑤
役
所
内

に
お
け
る

代
理
権

を
設
定
 

⑥
避
難
勧

告
情
報
等

の
発
令

基
準
の
明

確
化

(
避
難

準
備
情

報
の
設

定
)

⑦
防
災
部

局
と
福
祉

部
局
、

教
育
部
局

と
の

連
携

 

⑧
各
種
災

害
時
要
援

護
者
関

連
機
関
と

の
連

携
 

⑨
民
間
企

業
の
協
力

に
よ
る

外
国
人
労

働
者

へ
の

避
難

支
援

 

⑩
コ

ン
ビ

ニ
エ

ン
ス

ス
ト

ア
や

郵
便

局
等

に
よ

る
浸

水
情

報
の

収
集

、

支
援
活
動

の
実
施
 

①
：
○
 

②
：
○
 

③
：
○
 

④
：
○
 

⑤
：
○
 

⑥
：
○
 

⑦
：
○
 

⑧
：
○
 

⑨
：
○
 

⑩
：
○
 

①
：
○
 

②
：
○
 

③
：
○
 

④
：
○
 

⑤
：
○
 

⑥
：
○
 

⑦
：
○
 

⑧
：
○
 

⑨
：
○
 

⑩
：
○
 

①
：
－
 

②
：
○
 

③
：
○
 

④
：
－
 

⑤
：
－
 

⑥
：
－
 

⑦
：
△
 
→
発
災
後
の
避
難
所
生
活
で
の
対
応

⑧
：
△
 

⑨
：
○
 

⑩
：
－
 

①
：
－
 

②
：
○
 

③
：
○
 

④
：
○
 

⑤
：
○
 

⑥
：
○
 

⑦
：
△
 
→
発
災
後
の
避
難
所
生
活
で
の
対
応

⑧
：
△
 

⑨
：
○
 

⑩
：
－
 

①
：
○

 
②
：
○

 
③
：
○

 
④
：
○

 
⑤
：
○

 
⑥
：
○

 
⑦
：
○

 
⑧
：
○

 
⑨
：
○

 
⑩
：
－

 
3
.
1
 

 避
難

行
動
を
適

切
な

タ
イ
ミ
ン

グ
で

開
始
す
る

た
め

の
支
援
策

案
 

(
3
)
情

報
提

供
手

法
の

課
題

に
対

す
る

支
援

策
案

 

①
災

害
時

要
援

護
者

の
特

性
に

応
じ

た
情

報
提

供
手

段
(
携

帯
電

話
の

メ
ー
ル
、

防
災
行
政

無
線
の

戸
別
受
信

機
等

)
の
確

立
 

②
各
種
情

報
収
集
先

の
リ
ス

ト
の
作
成

・
配

布
 

③
福
祉
関

連
機
関
と

の
連
絡

手
段
の
確

保
と

そ
の

運
用

の
改

善
 

④
支
援
者

へ
の
情
報

伝
達
の

確
保

 

⑤
情
報
提

供
機
器
の

バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
、

非
常

電
源

、
冗

長
性

の
確

保
 

⑥
専

門
用

語
を

使
わ

な
い

平
易

か
つ

緊
急

度
の

伝
わ

る
表

現
方

法
の

見

直
し

 

⑦
洪
水
に

係
わ
る
水

位
、
雨

量
、
破
堤

情
報

等
の

提
供

 

⑧
災
害
に

係
る
各
種

生
活
情

報
の
提
供

 

⑨
多
様
な

言
語
に
対

応
し
た

情
報
提
供

 

⑩
Ｃ
Ｃ
Ｔ

Ｖ
等
を
活

用
し
た

視
覚
的
な

情
報

の
提

供
 

⑪
民
間
情

報
提
供
サ

ー
ビ
ス

の
活
用
 

①
：
○
 

②
：
○
 

③
：
○
 

④
：
○
 

⑤
：
○
 

⑥
：
○
 

⑦
：

△
 

→
高
潮

に
係

る
防

災
情

報
の

提
供

を
行
う
 

⑧
：
○
 

⑨
：
○
 

⑩
：
○
 

⑪
：
○
 

①
：
○
 

②
：
○
 

③
：
○
 

④
：
○
 

⑤
：
○
 

⑥
：
○
 

⑦
：
△
 
→
土
砂
災
害
に
係
る
防
災
情
報
の
提

供
を
行
う
 

⑧
：
○
 

⑨
：
○
 

⑩
：
×
 

⑪
：
×
 

①
：
－
 

②
：
○
 

③
：
△
 
→
 

④
：
△
 
 

⑤
：
○
 

⑥
：
－
 

⑦
：
－
 

⑧
：
○
 

⑨
：
△
 
→
発
災
後
、
避
難
生
活
で
の
生
活
情

報
等

の
提

供
に

お
い

て
必

要
と

な
る
 

⑩
：
×
 

⑪
：
×
 

①
：
○
 

②
：
○
 

③
：
○
 

④
：
○
 

⑤
：
○
 

⑥
：
○
 

⑦
：
－
 

⑧
：
○
 

⑨
：
○
 

⑩
：
×
 

⑪
：
×
 

①
：
○

 
②
：
○

 
③
：
○

 
④
：
○

 
⑤
：
○

 
⑥
：
○

 
⑦

：
△

 
→

火
山

災
害

に
係

る
防

災
情

報
の
提
供
を
行
う
 

⑧
：
○
 

⑨
：
○
 

⑩
：
○
 

⑪
：
×
 

3
.
2
 

 避
難

時
の
生
活

環
境

の
確
保
に

対
す

る
支
援
策

案
 

①
避

難
所

に
お

け
る

介
護

・
ケ

ア
の

充
実

（
広

域
的

な
派

遣
体

制
づ

く

り
も
含
め

た
人
員
確

保
等
）

 

②
避
難
所

に
お
け
る

災
害
時

要
援
護
者

対
応

設
備

の
充

実
 

③
避
難
所

に
お
い
て

災
害
時

要
援
護
者

向
け

の
相

談
窓

口
の

設
置

 

④
障

害
者

等
の

要
援

護
者

専
用

の
避

難
場

所
設

置
に

つ
い

て
の

検
討

を

促
進

 

①
：
○
 

②
：
○
 

③
：
○
 

④
：
○
 

①
：
○
 

②
：
○
 

③
：
○
 

④
：
○
 

①
：
△
 

②
：
△
 
→
 

③
：
△
 

④
：
△
 

①
：
△
 

②
：
△
 
→
 

③
：
△
 

④
：
△
 

①
：
△

 
②
：
△

 
→
 

③
：
△

 
④
：
△

 

(
1
)
避

難
所

ま
で

の
移

動
に

係
る

支
援

策
案

 

①
地
域
住

民
等
に
よ

る
避
難

支
援
の
取

り
組

み
 

②
災
害
時

要
援
護
者

支
援
を

組
み
込
ん

だ
定

期
的

な
防

災
訓

練
の

実
施

③
災
害
時

要
援
護
者

が
係
わ

る
防
災
教

育
の

実
現

 

④
学

校
、

生
徒

を
対

象
と

し
た

災
害

時
要

援
護

者
支

援
の

体
験

会
等

の

実
施

 

⑤
地

域
住

民
、

民
間

事
業

者
が

協
働

し
た

避
難

支
援

プ
ラ

ン
の

作
成

(

災
害

時
要

援
護

者
情

報
の

把
握

等
)
 

⑥
避
難
の

介
助
に
必

要
な
防

災
グ
ッ
ズ

等
の

準
備

 

⑦
自
宅
に

待
機
す
る

場
合
の

検
討

 

⑧
災
害
時

要
援
護
者

、
支
援

者
に
対
す

る
地

域
の

危
険

性
の

認
知

 

⑨
避
難
支

援
に
必
要

な
情
報

の
事
前
提

供
 

 

⑩
自
主
避

難
を
実
施

す
る
よ

う
な
個
別

の
基

準
の

設
定

 

⑪
避
難
経

路
上
の
危

険
箇
所

(
段

差
、
用

水
路
等

)
の

解
消
 

⑫
自
動
車

を
活
用
し

た
避
難

 

⑬
障
害
等

の
特
性
に

応
じ
た

避
難
手
段

の
検

討
 

⑭
災
害
時

要
援
護
者

に
関
す

る
名
簿
の

作
成

・
管

理
 

①
：
○
 

②
：
○
 

③
：
○
 

④
：
○
 

⑤
：
○
 

⑥
：
○
 

⑦
：
○
 

⑧
：
○
 

⑨
：
○
 

⑩
：
○
 

⑪
：
○
 

⑫
：
○
 

⑬
：
○
 

⑭
：
○
 

 

①
：
○
 

②
：
○
 

③
：
○
 

④
：
○
 

⑤
：
○
 

⑥
：
○
 

⑦
：
－
 

⑧
：
○
 

⑨
：
○
 

⑩
：
○
 

⑪
：
○
 

⑫
：
○
 

⑬
：
○
 

⑭
：
○
 

 

①
：
○
 

②
：
○
 

③
：
○
 

④
：
○
 

⑤
：
○
 

⑥
：
○
 

⑦
：
－
 

⑧
：
○
 

⑨
：
○
 

⑩
：
×
 

⑪
：
－
 

⑫
：
△
 
→
周
辺
道
路
状
況
に
よ
り
特
例
的
に

は
可
能
 

⑬
：
○
 

⑭
：
△
 
→
発
災
後
の
避
難
所
生
活
で
の
対
応

 

①
：
○
 

②
：
○
 

③
：
○
 

④
：
○
 

⑤
：
○
 

⑥
：
○
 

⑦
：
－
 

⑧
：
○
 

⑨
：
○
 

⑩
：
×
 

⑪
：
－
 

⑫
：
△
 
→
地
震
発
生
か
ら
津
波
到
達
ま
で
の

時
間
が
短
い
場
合
、
避
難
手
段
は

限
定
さ
れ
る
 

⑬
：
△
 
→
地
震
発
生
か
ら
津
波
到
達
ま
で
の

時
間
が
短
い
場
合
、
避
難
手
段
は

限
定
さ
れ
る
 

⑭
：
△
 
→
発
災
後
の
避
難
所
生
活
で
の
対
応

 

①
：
○

 
②
：
○

 
③
：
○

 
④
：
○

 
⑤
：
○

 
⑥
：
○

 
⑦
：
－

 
⑧
：
○

 
⑨
：
○

 
⑩
：
○

 
⑪
：
○

 
⑫
：
○

 
⑬
：
○

 
⑭
：
○

 
 

３ 災 害 時 要 援 護 者 の 支 援 策 の 検 討 

3
.
3
 

 適
切

な
避
難
行

動
に

係
る
支
援

策
案

 

(
2
)
避

難
所

の
配

置
に

係
る

支
援

策
 

①
浸
水
想

定
区
域
外

で
の
避

難
所
設
置

の
検

討
 

②
２
階
以

上
の
施
設

の
確
保

 

③
避

難
所

以
外

の
近

隣
施

設
(
民

間
施
設

・
民

間
企

業
を
含

む
)
の

利
用

可
能
性
の

検
討

 

①
：
○
 

②
：
○
 

③
：
○
 

①
：
×
 

②
：
－
 

③
：
○
 

①
：
×
 

②
：
－
 

③
：
△
 
→
耐
震
性
の
確
保
が
前
提
と
な
る

①
：
○
 

②
：
○
 

③
：

△
 

→
避

難
所

と
し

て
活

用
す

る
に

は
事
前
の
協
議
等
が
重
要
で
あ
る

①
：
×
 

②
：
－
 

③
：

△
 

→
被

災
地

の
状

況
に

よ
っ

て
は

、
遠

方
の

非
被

災
地

へ
の

疎
開

も
検

討
す

る
必

要
が

あ
る
 

４
 

支
援

策
の

確
実

な
実

行
及

び
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

 

①
地
域
防

災
計
画
の

見
直
し

 

②
要
領
・

マ
ニ
ュ
ア

ル
・
手

引
き

 

③
協
定
書

等
に
よ
る

協
力
関

係
の
構
築

 

④
訓
練
・

研
修
等
 

①
：
○
 

②
：
○
 

③
：
○
 

④
：
○
 

①
：
○
 

②
：
○
 

③
：
○
 

④
：
○
 

①
：
○
 

②
：
○
 

③
：
○
 

④
：
○
 

①
：
○
 

②
：
○
 

③
：
○
 

④
：
○
 

①
：
○
 

②
：
○
 

③
：
○
 

④
：
○
 

 

甚
大

な
被

害
が

生
じ

た
場

合
は

長
期

間
の

避
難

生
活

が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
避
難

生
活

に
お

け
る

サ
ー

ビ
ス

内
容
も
異
な
る
 

短
期

間
の

一
時

避
難

の
場

合
は
不
要
で
あ
る
が
、
長
期

間
に

お
よ

び
避

難
生

活
が

必
要

な
場

合
は

必
要

に
な

る
 

災
害

が
長

期
間

に
及

ぶ
場
合
、
長
期
避
難
に
必
要

な
サ

ー
ビ

ス
が

必
要

に
な
る
。

安
否

確
認

の
手

段
と

し
て

の
活
用
が
考
え
ら
れ
る
 


	参考4.　本手引きの災害全般への適用性



